



ある中でこん こと言うのは申し訳ないんですが、私は舞台でお芝居をすることや演劇に対して苦手意識があります。わざとらしくなってしまうのが苦手でした。中学・高校の時も行事と てあったの すが、なるべく関わりたくないなと思いつつ仕方 く といった感じでした。その時は音楽も自分たちでつくらなければならなかったので、そこに関わりました。大学に入って ぜ語劇の代表をやることになったのかというと、一人もやりたいっていう人がいなかったからです。こ ままだと語劇自体がなく るという話になってそれはまずいんじゃないかとい こ で代表をやるこ になりました。だ らすごく消極的な関わり方だ たんです。石岡
 
私は小さい頃からずっと、クラシッ
クバレエやヒップホップ どのダンスをやていて、それをやめた時に身体表現 好きということに気が付いたんですが、小学生の頃からミュージカル好きな母親の影響でミュージカル映画をよく観ていまし 。劇団四季の公演や海外から招聘され やってくるカン
パニーのミュージカルを観るのがとっても好きです。高校の時に学祭で演劇をやったのですが、そこから演出をやるようになりまし 。私は作品ありきで、それにこうい 演出をつけたい、こういう舞台にしたいというのがあります。語劇に関しても、一年生の時から出をやるんだったらこの作品がやりたいと思って「シェルブールの雨傘」を選びまし 。他者とのコミュニケーション――演劇づくりで重視している点は何ですか安東
 
僕は基本的に、演出も脚本も音響も





























































ら二年目程でまだ新しく、語科の繫がりで引っ張 れたのが始 りです。最初は映画をやりたかったので一応映画のサークルに 入っていて、映画も撮ってい す。演劇をやるつもりはなか たのですが、脚本を書く場にはなるかなと思って入りました。新宅
 
小さい頃から演劇は好きだったんで
すけど、特に何かをするというわけではなくて。学校の行事などでは楽しんでいましたね。あと、国語の授業で音読するじゃないですかそういうのが楽しくて、結構気合入れて読んでいました。そういうとき 褒められた経験が嬉しくて、演劇を始める人もいる います。中学・高校では演劇サークル は入っ
聞き手
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止まると「自分のオリジナリティはどこにある？」という瞬間はなくはないです。特に語劇では振り付けの分野にそれが出て、いろんなところから自分の好きなものを抜い きただけだ 感じました。その話を知り合いの俳優の人にしたら、 「 だけの経験じゃなですか。同じ組み合わせはない。 がつくったという時点でそれはオリジナルだと思えたら勝ち」と言われて、確かにそれも うだよなと思いました新宅
 
演劇をやりたいと思うのも、そもそ
も他のところで演劇を観て、 「あ、いいな。自分 やりたい」 「真似 い」という気持ちから始まるし、組み合わせも、組み合わせてできたものも、それが自分のオリジナリティなのかなと思います。安東
 
新しいものを生み出したいと思わな










ていることです。映画でし できな を映画でやりたいし、 でしかできないことを演劇でやりたいと思っています。別にどっちでもいいじゃん、 いうのはやりたく いと思って、ずっと ってきてはいるん すけど。やっぱり肌で感じるのは演劇のほうが即時性というか、その場 って るので臨場感がある 思 し お客さんとのコミュニケーションを直に感じます。僕が一回経験した
くて、とりあえず全部に関わっていました。でも、全部に首を突っ込んでしま たのが、他の人たちにも良くなかったのではないかなと思います。役者の人たちも最初は完全に頼ってきたの 。でも 本番の一週間くらい前に役者に自主性が生まれました。石岡
 
私たちは、完璧に私の一党独裁だっ








ディーでこんなにださくなるんだろうと思ってしまうん す。ミュージカルはそれが如実に出ると思っていて 「シェルブールの雨傘」を日本語よりフランス語でそのままやったほうが、良い作品になってよかったかなと思います。日本語にすると良さが半減してしまうと思うのはなぜか ついては、今後個人的に考えていきたいテーマです。安東
 
さっき小林さんがおっしゃったわざ
とらしいというのは僕も最初ずって、演劇が苦手でした。沢山観てきたわけではないですけど、そう うイメージはありす。でも最近、現代口語の演劇というのが主流になっていて。普通に今こ やって喋っいる感じを舞台上 もやるとい ものが出てきて て、僕もそっちが好きなんです。形式を重視したものと、リアリティを重視したものというのは全く別物で。形式を追求していったら歌舞伎みたいなものに るか れないし、シェイクスピア どちらかというと形式を重視しているし。あ いは、ダンスはどうなのか。ダンスもある種形式的な のの体系に含まれるのかな、とか。そのよう ことを思うと、最近は色ん 演劇が楽 めるようになりました。
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のが、 二年生の時にやった「カラスの長風呂」という劇で、最初に僕ともう一人の掛け合いのシーンがあって、そ ときにお客さんがものすごく笑ってくれたんですよ。笑いを待ってセリフを言うくらい。その後もずっと客席の笑いが止まらなくて、気持ち いい体験をしました。それで二日目にまたそういう感じになるのかなと思っていたら、全然笑いが来なかったんです。今日は違うなって感じました。それくらいお客さんによって演劇が変わってくる。そういうのは演劇ならではだと思います。――語劇においては観客を意識されますか？石岡
 
そうですね。私は一回や二回で本番




日本人には笑えないような内容でした。なので正直笑いをとれると思っていなかったのですが、当日は日本人もロシア人もすごく笑ってくれてびっくりしました。そういうのは演じている人が一番感じるじゃないですか。そうしたら役者の子が今までにない演技をみせていて。観客がいるだけでこんなに役者に良い影響があるんだなと思いました。観客のおかげで良い演劇ができた いう感じがします。演劇における、点と線――演劇では脚本、演出、 者など、それぞれの意図が対等 反映されますか安東
 
もちろん相互作用だとは思います。た












対して喧嘩を売るのではなく、あなたは の役割でお願いしますというふうに細かく指示を出して、それならできると思ってもらう。みんなができることを重ねていけば、最終的な成功に繋 ると思います。もちろんいざこざはありましたけど 最後にはみんなが笑って終われるようになっていけばいいし、それが語劇の醍醐味だと思います。――語劇だけでは く、演劇に関心をもつ新入生に向けてお願いします。新宅
 
語劇が終わってしまうとそれ以降、本




かもしれません。僕もそうだった で。色んな演劇があって、日常でのしぐさも舞台上での演技もそんなに変わらないものだと思うしそこに境界線を引きたくない。演劇という言葉に縛られて 遠い世界のものだと思わないで、普通に表現するものを観に行くという感覚で来てほしいし、参加してほし と思います。
───二〇一九年二月七日
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